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第 1 巻 第 1 号～10号
第 2 巻 第 1 号～ 5 号
第 3 巻 第 1 号～ 3 号
計 3 巻 18号














　次に、『言語學雑誌』の主な体裁とその内容について考察したい。ここでは、第 1 巻第 5 号
（明治33年 6 月20日発行）を例にとってみる。なお、括弧は、概ね現代の学会に該当する用語
を記述した。まず、論説（学術論文） 4 本、雑録（研究ノート） 2 本、史傳（歴代の国語学者
や言語学者の紹介） 1 本、雑報（学界に関わる研究会等の動向）12項目、紹介並に批評（言語






























































































八杉貞利 第 1 巻（ 1 . 4 .10） 「フランツ、ボップ」の生涯及學説（史傳）
新村出 第 1 巻（ 2 . 3 . 9 ） ヤコブ、グリム（史傳）
音声学
藤岡勝二 第 1 巻（ 2 . 3 . 8 ） 發音をたゞすこと・發音を正すこと（論説）
上田萬年 第 1 巻（10） 実験的音声学に就きて（雑録）
言語学史
保科孝一 第 1 巻（ 1 ） 人文史と言語學（論説）
各諸言語に関する研究
白鳥庫吉 第 1 巻（ 2 － 5 ） 漢史に見えた朝鮮語（論説）
小川尚義 第 1 巻（ 4 . 5 . 6 .10） 厦門語族に就て・ファボラング語に就て（論説）
神保小虎 第 1 巻（ 6 ） アイヌの日本語（論説）
八杉貞利 第 1 巻（ 2 . 6 ） エドキンス氏の支那語学・アイヌ語斷片（雑録）
国語学
芳賀矢一 第 1 巻（ 1 ） 狂言記に見えたる諺（論説）
岡田正美 第 1 巻（ 5 . 6 ） 待遇法（論説）
近世の国学者の研究
上田萬年 第 1 巻（ 7 ） 手爾波研究における富士谷本居両家の関係に就きて（論説）
高木敏雄 第 1 巻（ 5 ） 説話學者としての瀧澤馬琴（雑録）
南條文雄 第 1 巻（ 2 . 4 . 5 ） 東條義門傳及参考資料（他）（史傳）
吉丸一昌 第 1 巻（ 6 . 7 ） 鶴峰戊申・保田光則傳資料（史傳）
国語国字問題
市村瓉次郎 第 1 巻（ 6 ） 文字と言語との關係（論説）





保科孝一 第 1 巻（ 2 . 3 . 4 . 7 .10） 八丈島方言（雑録）
仏教学
高楠順次郎 第 1 巻（ 5 ） 佛骨に関する史傳（雑録）
言文一致
藤岡勝二 第 2 巻（ 4 ） 言文一致論（論説）


















































え方と深く結びついている。藤岡が、『言語學雑誌』（第 2 巻第 5 号）の「論説」に寄稿した
「言文一致論」では、地域方言の重要性も論じているが、このような思想の淵源は、すべて音
声重視の理論からでているものと考えられよう。その典型的な例が、藤岡が次のように学術論


























































































































































11）  ここでのヘルマン・パウルの著書は、Prinzipien der Sprachgeshichte『言語史原理』と考えられる。
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